
裏オークション

#000000

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
裏
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
４
０
Ｉ

【
作
者
名
】

　
＃
０
０
０
０
０
０

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
普
通
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
裏
の
お
話
。

さ
あ
、
あ
な
た
は
誰
に
、
ど
ん
な
理
由
で
、
い
く
ら
賭
け
る
？

ど
ん
な
依
頼
で
も
大
丈
夫
で
す
。

個
人
情
報
は
守
り
ま
す
。

だ
か
ら
ご
安
心
を
、
た
だ
し
仕
事
人
の
情
報
は
他
言
し
な
い
で
下
さ
い
。

ま
だ
、
死
に
た
く
な
け
れ
ば
ね
。

ち
な
み
に
、
こ
の
主
人
公
の
野
望
は
ハ
ー
レ
ム
王
国
の
建
国
で
す
。

全
て
の
女
は
俺
の
物
｛
た
だ
し
、
ｂ
ｕ
ｓ
ｕ
，
，
，
ｔ
ｙ
ｕ
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ｎ
，
，
，
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ｋ
ｏ
ｕ
ｒ
ｅ
ｉ
ｓ
ｙ
ａ
以
外
。
｝

「
お
れ
は
、
ハ
ー
レ
ム
王
に
必
ず
な
る
。
」
だ
そ
う
で
す
。
女
性
の
皆
さ
ん
ご

注
意
を
、

作
者
は
こ
の
小
説
が
デ
ビ
ュ
ー
作
で
す
。

こ
の
作
品
を
、
４
６
４
９
。
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１
話
（
前
書
き
）

と
く
に
な
し
。
。
。

４
６
４
９
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１
話

俺
は
今
、
黒
い
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
て
い
る
。

画
面
の
中
で
対
象
の
商
品
が
色
々
な
値
段
を
か
け
ら
れ
て
い
る
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
だ
。

様
々
な
物
を
見
た
が
、
た
い
し
た
も
の
が
無
い
の
で
、
特
別
会
員
専
用
入
口
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。

こ
れ
は
あ
る
特
別
な
事
を
依
頼
さ
れ
る
仕
事
人
専
用
だ
。

パ
ス
ワ
ー
ド
、
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
打
ち
込
み
、
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
仕
事
内
容
で

あ
る
殺
人
屋
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
ち
な
み
に
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
１
１
７
１
５
８

２
だ
（
笑
）
。

ピ
ッ
、
黒
い
炭
酸
飲
料
さ
ん
が
入
室
し
ま
し
た
。

わ
か
る
と
思
う
が
、
最
近
変
な
Ｃ
Ｍ
を
や
っ
て
る
某
炭
酸
飲
料
だ
。

ま
あ
、
こ
の
他
に
も
、
拉
致
屋
、
詐
欺
屋
、
強
盗
屋
、
囮
屋
、
情
報
屋
、
運
び

屋
、
売
人
屋
が
あ
る
。

今
か
ら
、
～
屋
を
、
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
番
儲
か
る
の
は
情
報
屋
だ
。

偏
見
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
ゆ
う
人
た
ち
っ
て
部
屋
に
篭
っ
て
パ
ソ
コ
ン
カ

タ
カ
タ
し
て
る
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
。
（
笑
）
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拉
致
屋
は
、
名
前
で
わ
か
り
ま
す
ね
（
爆
）
。

と
い
う
か
、
全
部
名
前
で
わ
か
り
マ
ス
ね
（
笑
）
。

さ
ら
に
情
報
屋
と
囮
屋
は
、
あ
ま
り
人
気
が
な
い
。

そ
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
、
間
違
っ
た
情
報
を
流
し
た
ら
消
さ
れ
る
し
、
関
わ
ら
な
い
方

が
良
い
秘
密
を
知
っ
た
ら
た
ら
死
ぬ
『
あ
え
て
、
そ
れ
限
定
の
情
報
屋
も
い
る

が
』
。

ま
あ
、
当
た
り
前
だ
が
仲
間
、
も
し
く
は
情
報
を
買
っ
た
仕
事
人
を
他
人
に
教

え
れ
ば
、
そ
の
人
本
人
に
消
さ
れ
る
。

囮
屋
は
、
文
字
道
理
仲
間
に
金
で
雇
わ
れ
囮
役
を
す
る
。

当
全
囮
だ
か
ら
、
逃
げ
足
と
頭
に
自
信
が
有
る
奴
し
か
や
ら
な
い
。

足
と
頭
の
回
転
が
遅
か
っ
た
ら
、
ト
〇
と
ジ
〇
リ
〇
の
穴
空
き
チ
ー
ズ
に
さ
れ

る
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
一
緒
に
海
に
永
住
す
る
か
、
山
中
に
埋
め
ら
れ
て
森

の
守
護
神
に
な
る
し
か
無
い
（
怖
）
。

で
も
、
報
酬
が
二
分
の
一
だ
か
ら
、
大
体
は
腕
に
自
信
が
あ
る
奴
と
組
ん
で
い

る
。

「
う
ん
う
ん
、
難
し
い
仕
事
だ
な
。
」

俺
は
、
自
慢
の
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を
丁
寧
に
磨
き
な
が
ら
呟
い
た
。

こ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
拉
致
屋
、
運
び
屋
、
囮
屋
、
詐
欺
屋
、
強
盗
屋
、
殺
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人
屋
、
情
報
屋
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
や
り
た
い
仕
事
を
ひ
と
つ
選
び
、
選
ん
だ
ら

そ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
場
す
る
。

後
は
基
本
的
に
ふ
つ
う
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
変
わ
ら
な
い
。

依
頼
者
が
、
見
事
お
目
当
て
の
仕
事
人
を
雇
え
た
ら
、
仲
介
人
に
仕
事
内
容
を

伝
え
る
。

そ
の
あ
と
、
仲
介
人
が
仕
事
人
に
伝
え
る
。

金
は
こ
の
サ
イ
ト
の
総
合
口
座
に
振
り
込
ま
れ
、
後
で
こ
の
総
合
口
座
の
管
理

者
が
仕
事
人
の
口
座
に
振
り
込
む
。

仕
事
人
は
、
競
り
落
と
さ
れ
た
ら
依
頼
人
に
契
約
金
を
払
う
。

契
約
金
は
、
報
酬
金
額
の
十
分
の
一
だ
。

こ
れ
は
、
依
頼
が
失
敗
し
た
と
き
の
為
だ
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
無
い
。

大
体
は
、
失
敗
し
た
の
で
狩
り
と
称
さ
れ
同
じ
仕
事
人
に
狩
ら
れ
る
と
か
、
警

察
に
捕
ま
っ
た
と
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
消
さ
れ
る
と
か
、
そ
う
ゆ
う
事
が
有
る

か
ら
だ
。

当
然
パ
ス
ワ
ー
ド
が
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
銀
行
の
お
金
が
お
と
せ
な
い
の
だ
。

依
頼
で
あ
る
仕
事
を
終
え
た
ら
、
写
真
か
動
画
を
撮
り
、
仲
介
人
に
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

で
送
信
す
る
。
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仲
介
人
が
そ
れ
を
確
認
し
た
ら
、
そ
の
後
総
合
口
座
に
金
を
振
込
ま
せ
、
裏
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
完
了
。

あ
と
は
、
管
理
者
が
仕
事
人
の
口
座
に
振
り
込
む
。

今
俺
は
、
報
酬
金
額
４
０
０
０
万
の
お
っ
さ
ん
に
競
り
落
と
さ
れ
た
。
オ
ッ
サ

ン
太
っ
腹
～
～
～
（
笑
）
。

「
ど
れ
ど
れ
内
容
は
、
お
、
こ
れ
は
！
」

報
酬
金
額
４
０
０
０
万

タ
ー
ゲ
ッ
ト
：
男
子
高
校
生
８
人

理
由
：
恨
み

「
だ
い
た
い
こ
う
ゆ
う
の
は
、
強
姦
さ
れ
た
娘
の
親
が
依
頼
す
る
ん
だ
が
、
ま
、

大
方
そ
う
だ
ろ
。
」

依
頼
内
容
を
確
認
し
、
依
頼
主
に
連
絡
す
る
。

番
号
は
、
仲
介
人
か
ら
送
ら
れ
る
。

ぷ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
る
、
、
、
ぴ
っ

「
は
い
、
も
し
も
し
ど
な
た
で
す
か
？
」

電
話
に
で
た
の
は
、
頭
を
焼
け
野
原
に
し
、
加
齢
臭
を
漂
わ
せ
る
男
性
だ
っ
た
。

「
お
前
に
競
り
落
と
さ
れ
た
者
だ
。
聞
く
が
、
ど
う
や
っ
て
死
ん
だ
か
言
え
。
」
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命
令
口
調
な
の
は
、
仕
事
モ
ー
ド
だ
か
ら
で
す
。

「
な
、
な
ん
で
訊
く
ん
で
す
か
」

「
趣
味
だ
（
－
＿
－
）
」

「
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
す
。
」

「
わ
か
っ
た
、
三
日
以
内
に
終
わ
ら
せ
る
。
」

「
あ
、
あ
の
、
」

「
な
ん
だ
、
」

「
娘
は
そ
の
事
件
の
せ
い
で
自
殺
し
ま
し
た
。
残
酷
に
殺
し
て
「
わ
か
っ
た
、

わ
か
っ
た
そ
ー
熱
く
な
る
な
。
」

「
お
願
い
し
ま
す
。
」

ピ
ッ
、
や
っ
ぱ
り
予
想
道
理
だ
っ
た
。

「
強
姦
し
た
後
ウ
ェ
ブ
に
動
画
を
ア
ッ
プ
か
、
胸
く
そ
わ
り
い
な
、
こ
ん
な
事

を
し
た
か
ら
に
は
、
ど
の
ふ
う
に
殺
る
か
、
」

俺
は
、
情
報
屋
の
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
情
報
を
買
う
。

「
情
報
料
は
報
酬
の
十
分
の
一
だ
か
ら
４
０
０
万
か
、
高
い
な
、
」
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ま
あ
、
ど
ん
な
依
頼
で
も
十
分
の
一
な
の
で
文
句
は
言
え
な
い
が
、

「
ま
、
い
い
か
え
ー
と
４
０
０
万
を
振
込
ん
で
っ
と
、
」

情
報
揃
う
の
に
、
３
分
か
か
り
ま
す
。

よ
ろ
し
い
で
す
か
？

「
よ
ろ
し
い
」

俺
は
言
葉
と
同
時
に
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
キ
ー
を
押
し
た
。

三
分
ピ
ッ
た
し
に
情
報
が
出
る
。

「
仕
事
早
ね
、
」

「
な
に
な
に
、
巷
で
有
名
な
あ
く
ど
い
有
力
政
治
家
の
双
子
の
ド
ラ
息
子
に
、

特
別
進
学
校
の
同
級
生
６
人
か
、
な
ん
か
お
約
束
の
展
開
だ
な
ぁ
。
」

「
ケ
、
過
去
に
も
似
た
様
な
事
し
て
ん
の
か
、
女
は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
道
具
じ

ゃ
な
い
ん
だ
ぜ
。
」

そ
の
他
に
も
、
過
去
の
犯
行
場
所
、
全
員
の
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
、
通
学

路
、
通
学
時
間
、
塾
、
親
の
通
勤
場
所
、
い
ろ
ん
な
事
が
わ
か
っ
た
。

「
警
察
が
調
べ
な
い
の
は
、
握
り
潰
し
て
る
か
ら
か
？
」

「
親
が
親
な
ら
子
も
子
だ
。
」

例マ
ン
ト
ヒ
ヒ
の
子
は
、
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
。
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ナ
マ
コ
の
子
は
、
ナ
マ
コ
。

馬
の
子
は
、
馬
。

は
ま
ぐ
り
の
子
は
、
は
ま
ぐ
り
。

豚
の
子
は
、
豚
。

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
子
は
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
。

ウ
シ
ガ
エ
ル
の
子
は
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
。

ギ
ョ
ウ
虫
の
子
は
、
ギ
ョ
ウ
虫
。

最
後
汚
い
な

「
ふ
ぅ
ー
ー
、
情
報
は
揃
っ
た
か
ら
、
と
っ
と
と
殺
り
に
い
き
ま
す
か
。
」

俺
は
パ
ソ
コ
ン
を
、
ス
リ
ー
プ
モ
ー
ド
に
し
、
自
分
の
愛
用
す
る
ナ
イ
フ
を
体

の
各
自
に
セ
ッ
ト
し
、
ケ
ー
タ
イ
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
玄
関
か
ら

外
に
出
た
。

「
あ
、
鍵
閉
め
ん
の
忘
れ
て
た
。
」

締
ま
ら
な
い
な
、
、
、
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「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ア
ァ
ァ
ァ
た
、
助
け
て
く
れ
ェ
」

「
今
ま
で
さ
ん
ざ
ん
悪
い
事
し
て
た
の
に
、
な
ん
で
命
乞
い
し
て
る
の
？
」

「
や
め
ろ
！
や
め
て
く
れ
、
頼
む
、
も
う
し
な
い
か
ら
、
見
逃
し
「
フ
フ
フ
、

や
ー
だ
。
」

シ
ュ
ッ
、
ス
パ
ァ
ァ
ァ
ー
ー
ー

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
一
面
に
鮮
や
か
な
紅
い
血
液
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
出
来
る
だ
け
残
酷
に
し
た
け
ど
、
こ
れ
で
良
い
か
な
？
」

最
後
の
一
人
を
殺
し
て
呟
い
て
み
た
。
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こ
の
死
体
た
ち
の
共
通
点
は
、
男
性
器
が
切
り
取
ら
れ
喉
の
奥
に
詰
め
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
と
、
腹
が
縦
に
切
ら
れ
内
蔵
が
全
部
路
上
に
ぶ
ち
ま
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
玉
が
両
方
と
も
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

あ
と
は
、
脳
み
そ
ぶ
ち
ま
け
て
い
る
と
か
、
目
が
飛
び
出
る
と
か
、
下
あ
ご
が

無
い
と
か
、
イ
ロ
イ
ロ
だ
。

ま
あ
、
注
文
通
り
に
出
来
た
っ
て
こ
と
だ
。

時
間
は
、
午
前
３
時
前
く
ら
い
だ
。

殺
す
の
は
、
３
分
と
掛
か
ら
な
か
っ
た
が
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ら
、
１
時

間
く
ら
い
か
け
ち
ま
っ
た
。

な
ん
で
、
こ
ん
な
時
間
か
と
い
う
と
、
さ
す
が
に
昼
間
っ
か
ら
と
い
う
訳
に
は

い
か
ず
、
あ
い
つ
ラ
が
集
団
で
帰
っ
て
く
る
の
を
２
日
間
も
待
っ
て
い
た
為
で

あ
る
。

「
自
分
の
行
い
を
後
悔
す
る
ん
だ
な
。
ま
、
聞
い
ち
ゃ
い
ね
ぇ
か
」

死
体
達
に
そ
う
言
っ
て
、
警
察
が
来
る
ま
え
に
コ
ソ
コ
ソ
と
、
ゴ
キ
ブ
リ
み
た

い
に
帰
宅
し
た
。
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翌
日
、
怪
奇
事
件
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
に
で
た
。
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依
頼
者
の
お
っ
さ
ん
に
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
感
謝
さ
れ
た
。

う
ん
う
ん
、
良
い
事
し
た
後
は
気
持
ち
い
な
。

遺
族
の
連
中
が
、
「
優
し
い
く
、
礼
儀
正
し
か
っ
た
の
に
な
ぜ
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
た
の
で
、
嫌
が
ら
せ
に
奴
ら
の
汚
職
を
全
新
聞
会
社
に
匿
名
で
送
り
つ
け

て
や
っ
た
。

「
ま
、
当
然
の
結
果
だ
よ
な
悪
事
を
さ
ん
ざ
ん
し
た
ん
だ
し
、
」

あ
い
つ
ラ
の
各
会
社
は
倒
産
し
た
。

ま
、
そ
ん
な
に
ム
カ
つ
い
て
な
い
か
ら
路
頭
に
迷
う
程
度
で
良
い
か
。

俺
っ
て
、
Ｓ
？

「
情
報
提
供
に
４
０
０
万
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
４
０
０
万
か
、
」

ち
な
み
に
、
こ
の
組
織
は
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
報
酬
に
の
十
分
の
一
を
払
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

「
ひ
ど
い
よ
ー
ー
ー
」

ち
な
み
に
こ
の
お
金
の
使
用
用
途
は
、
ハ
ー
レ
ム
王
国
を
建
国
す
る
為
に
使
う

の
だ
。

だ
か
ら
、
金
が
い
る
ん
だ
よ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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俺
の
叫
び
は
、
朝
日
の
輝
く
空
に
消
え
て
行
っ
た
。
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俺
は
今
、
猛
ぉ
ぉ
ぉ
ー
ー
ー
列
に
泣
い
て
る
。

ソ
コ
ラ
辺
に
大
粒
の
水
滴
ま
き
散
ら
し
て
る
。

ナ
ン
デ
か
分
か
る
か
？
？
？

画
面
ご
し
の
こ
の
文
章
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い
か
、
こ
の
悲
し
み
は
、
と
ほ
ほ
。

ち
ょ
っ
と
時
間
を
戻
そ
う
。

あ
、
ち
な
み
に
俺
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
と
か
で
き
な
い
か
ら
ね
、
あ
く
ま
で
俺

の
頭
の
中
で
の
お
話
だ
よ
。

俺
は
、
あ
る
お
店
に
入
っ
た
ら
い
き
な
り
飛
び
つ
い
て
き
た
オ
カ
マ
の
お
っ
さ

ん
に
濃
厚
な
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
 

Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
を
３
分
間
も
か
ま
さ
れ
た
か
ら
だ
。
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お
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

吐
い
て
る
、
マ
ジ
で
吐
い
て
る
。

「
ご
め
ん
ね
ー
ー
ー
久
し
ぶ
り
だ
か
ら
つ
い
／
／
／
」

「
ふ
ざ
け
ん
な
チ
ン
カ
ス
ヤ
ロ
ウ
、
切
り
刻
む
ぞ
ー
」

「
キ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
恐
い
、
襲
わ
れ
る
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
」

何
で
こ
ん
な
オ
カ
マ
の
お
っ
さ
ん
が
い
る
店
に
来
て
い
る
か
と
言
う
と
、
女
を

買
う
為
だ
。

知
っ
て
る
と
思
う
が
依
頼
で
３
２
０
０
万
を
手
に
入
れ
た
、
俺
は
こ
れ
で
ハ
ー

レ
ム
王
国
の
一
人
目
を
買
い
付
け
よ
う
と
こ
の
オ
カ
マ
が
店
長
や
っ
て
い
る
奴

隷
屋
に
来
て
い
る
。

こ
の
お
店
は
題
名
の
ま
ん
ま
、
本
ト
ー
ー
ー
二
そ
の
ま
ん
ま
の
奴
隷
屋
。

普
通
は
、
普
通
は
だ
よ
、
こ
ん
な
明
ら
か
に
犯
罪
の
匂
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
す
る
名

前
の
お
店
警
察
が
黙
っ
て
い
る
分
け
な
い
と
思
う
だ
ろ
、
だ
ー
ー
ー
け
ー
ー
ー

ど
、
黙
っ
て
る
ナ
ン
デ
だ
と
思
う
？
？
？

１
、
警
察
自
体
が
買
収
さ
れ
て
る
か
ら
。
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２
、
国
の
お
偉
い
さ
ん
御
用
た
し
の
お
店
だ
か
ら
。

３
、
表
の
世
界
に
と
て
も
影
響
有
る
人
が
経
営
し
て
る
か
ら
。

４
、
た
だ
単
に
検
挙
す
る
の
が
め
ん
ど
く
さ
い
か
ら
。

５
、
そ
の
お
店
は
世
界
中
に
コ
ネ
が
有
る
か
ら
。

６
、
世
界
中
の
危
な
い
組
織
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
る
か
ら
。

せ
ー
ー
ー
い
ー
ー
ー
か
ー
ー
ー
い
ー
ー
ー
は
、
全
部
で
し
た
、
何
か
在
り
来
た

り
な
理
由
だ
ね
。

１
問
正
解
の
人
、
が
ん
ば
れ
。

２
問
正
解
の
人
、
ド
ン
マ
イ
。

３
問
正
解
の
人
、
き
っ
と
良
い
事
あ
る
さ
。

４
問
正
解
の
人
、
良
い
方
だ
と
思
う
よ
、
俺
は
。

５
問
正
解
の
人
、
お
し
ぃ
ぃ
ぃ
ー
ー
ー
ア
ト
一
問
、
本
当
ー
ー
ー
に
、
お
Ｃ
。

全
問
正
解
の
人
、
ハ
イ
良
く
出
来
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
事
有
る
と
良
い

で
す
ね
。

は
っ
、
な
に
や
っ
て
ッ
ン
だ
｛
ナ
ニ
は
し
て
な
い
よ
わ
か
っ
て
る
と
思
う
け
ど
｝

俺
、
い
つ
の
ま
に
ク
ゥ
イ
ズ
に
？
？
？
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お
か
し
い
、
明
ら
か
に
俺
の
頭
が
お
か
し
イ
。

え
、
脱
線
し
て
な
い
で
話
進
め
ろ
だ
と
、
誰
に
口
き
い
て
ん
だ
コ
ラ
、
あ
、
ご

メ
ン
な
さ
い
睨
ま
な
い
で
、
謝
る
か
ら
。

「
し
い
や
せ
ん
」

あ
、
声
に
だ
し
っ
ッ
ち
ゃ
っ
た
。

あ
ぁ
ぁ
、
オ
カ
マ
店
長
が
俺
の
事
生
ぬ
る
い
目
で
見
て
い
る
。

違
う
、
本
当
に
違
う
か
ら
そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
ー
ー
ー
。

「
頭
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
？
？
」

「
人
の
頭
の
事
心
配
す
る
よ
り
、
自
分
の
顔
シ
ン
パ
イ
し
ろ
よ
お
っ
３
。
」

「
ク
ス
、
照
れ
ち
ゃ
っ
て
」

「
も
お
い
い
、
死
ね
ば
良
い
の
に
。
」

え
ー
ー
ー
と
な
ん
だ
っ
け
、
お
店
の
お
話
だ
よ
ね
、
何
で
警
察
が
手
出
さ
な
い

の
か
ま
で
話
し
た
よ
ね
。

画
面
ご
し
の
皆
、
話
に
付
い
こ
れ
て
る
か
？
？
？

い
い
？
？
？

話
進
め
る
よ
、
返
事
は
あ
え
て
聞
か
な
い
け
ど
。
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つ
つ
”
き
は
、
三
話
で
す
。
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三
話
も
４
６
４
９
。
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１
話
（
後
書
き
）

批
判
、
感
想
４
６
４
９

中
傷
は
、
勘
弁
し
て
下
さ
い
。

誤
字
脱
字
の
指
摘
も
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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